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お迎え時の車の混雑について、保護者の皆
様にご理解とご協力をお願い致します。 
お迎えの際には、駐車場内での安全走行、
エンジン停止にご協力いただくとともに、
ご近所出入口などでの路上待機、他の駐車
場の無断使用などはご遠慮いただきます
よう、重ねてお願い申し上げます。 

 

 

 

坂本教室からのお知らせ 
 

 坂本教室の ６月の休日は、               

    ６日(日)、１３日(日)、２０日(日)、２７日(日)です。 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ info@katagirijuku.com 

 

とと
ゆゆ
っっ
くく
りり
しし
たた
らら
頑頑
張張
ろろ
うう
」」

とと
数数
日日
後後
にに
始始
めめ
よよ
うう
とと
すす
るる

人人
のの
受受
験験
後後
のの
表表
情情
にに
はは
大大
きき

なな
差差
がが
生生
じじ
てて
いい
るる
現現
実実
がが
ああ

りり
まま
すす
。。
後後
者者
のの
場場
合合
、、
陥陥
りり
がが

ちち
なな
パパ
タタ
ーー
ンン
とと
しし
てて
はは
、、
数数
日日

ゆゆ
っっ
くく
りり
すす
るる
つつ
もも
りり
がが
、、
ゆゆ
っっ

くく
りり
しし
過過
ぎぎ
てて
六六
月月
がが
過過
ぎぎ
七七

月月
にに
なな
りり
、、
夏夏
休休
みみ
にに
なな
っっ
たた
頃頃

にに
慌慌
てて
始始
めめ
るる
とと
いい
うう
のの
がが
傾傾

向向
でで
すす
。。
現現
役役
生生
のの
成成
績績
のの
伸伸
びび

のの
イイ
メメ
ーー
ジジ
はは
、、
受受
験験
勉勉
強強
開開
始始

時時
はは
なな
かか
なな
かか
上上
昇昇
しし
まま
せせ
んん

がが
、、
徐徐
々々
にに
上上
昇昇
しし
てて
いい
きき
、、
受受

験験
頃頃
にに
ボボ
ーー
ダダ
ーー
ララ
イイ
ンン
をを
下下

かか
らら
跳跳
ねね
上上
げげ
るる
感感
じじ
でで
突突
破破

しし
まま
すす
。。
上上
昇昇
曲曲
線線
がが
急急
カカ
ーー
ブブ

をを
描描
きき
始始
めめ
るる
のの
はは
早早
いい
人人
でで

秋秋
頃頃
、、
今今
かか
らら
始始
めめ
てて
もも
、、
年年
末末

頃頃
がが
相相
場場
でで
なな
かか
ろろ
うう
かか
とと
思思

いい
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
開開
始始
がが
今今
かか

らら
一一
ヶヶ
月月
、、
二二
ヶヶ
月月
ずず
れれ
るる
とと
、、

本本
来来
十十
二二
月月
頃頃
にに
伸伸
びび
始始
めめ
るる

人人
もも
一一
月月
、、
二二
月月
とと
ずず
れれ
てて
しし
まま

いい
まま
すす
。。
下下
手手
すす
るる
とと
受受
験験
にに
間間

にに
合合
わわ
なな
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま

すす
。。
ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
ここ
とと
がが
大大
きき

なな
差差
をを
生生
んん
でで
しし
まま
いい
まま
すす
のの

でで
、、
気気
持持
ちち
のの
切切
りり
替替
ええ
をを
しし
やや

すす
いい
よよ
うう
にに
、、
体体
ごご
とと
方方
向向
をを
切切

りり
換換
ええ
てて
下下
ささ
いい
。。  

  

現現
役役
生生
にに
とと
っっ
てて
のの
夏夏
休休

みみ
はは
最最
後後
のの
チチ
ャャ
ンン
スス
。。
だだ
かか

らら
今今
かか
らら
夏夏
休休
みみ
のの
準準
備備
をを
。。  

  

現現
役役
生生
にに
とと
っっ
てて
、、
夏夏
のの
一一
ヶヶ

月月
余余
りり
のの
時時
間間
がが
、、
自自
分分
のの
自自
由由

にに
使使
ええ
るる
一一
番番
有有
効効
とと
なな
るる
期期

間間
でで
ああ
りり
、、
ジジ
ャャ
ンン
ププ
アア
ッッ
ププ
にに

はは
最最
後後
のの
チチ
ャャ
ンン
スス
でで
すす
。。
そそ
のの

夏夏
休休
みみ
をを
いい
かか
にに
有有
効効
にに
使使
うう

かか
？？  

そそ
のの
たた
めめ
にに
はは
夏夏
休休
みみ

 

 

 

 

はは
全全
力力
でで
走走
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて

おお
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
りり
まま
せせ
んん
。。
全全

力力
でで
走走
るる
にに
はは
、、
机机
にに
向向
かか
っっ
てて

「「
ええ
っっ
とと
、、
何何
をを
どど
うう
やや
っっ
てて
始始

めめ
よよ
うう
かか
」」
とと
モモ
タタ
モモ
タタ
せせ
ずず
にに
、、

テテ
キキ
パパ
キキ
とと
動動
けけ
てて
なな
くく
てて
はは
なな

りり
まま
せせ
んん
。。
テテ
キキ
パパ
キキ
とと
動動
けけ
るる

よよ
うう
にに
なな
るる
にに
はは
、、
自自
分分
がが
何何
をを

どど
うう
やや
っっ
てて
勉勉
強強
すす
るる
かか
がが
決決
まま

っっ
てて
なな
くく
てて
はは
なな
りり
まま
せせ
んん
。。
そそ

れれ
とと
、、「「
勉勉
強強
体体
力力
」」
はは
日日
々々
のの
習習

慣慣
にに
よよ
りり
鍛鍛
ええ
らら
れれ
るる
とと
思思
うう
のの

でで
すす
がが
、、「「
受受
験験
生生
」」
のの
夏夏
休休
みみ
のの

勉勉
強強
時時
間間
のの
１１
００
時時
間間
前前
後後
はは
珍珍

しし
いい
量量
でで
はは
なな
くく
、、
そそ
のの
くく
らら
いい

のの
勉勉
強強
時時
間間
にに
耐耐
ええ
得得
るる
「「
勉勉
強強

体体
力力
」」
はは
必必
要要
でで
ああ
りり
、、
昨昨
日日
今今

日日
始始
めめ
たた
人人
がが
いい
きき
なな
りり
一一
ヶヶ
月月

余余
りり
のの
間間
、、
そそ
のの
時時
間間
にに
耐耐
ええ
得得

るる
かか
はは
疑疑
問問
でで
すす
。。
でで
、、
何何
がが
言言

いい
たた
いい
かか
とと
言言
いい
まま
すす
とと
、、
大大
切切

なな
夏夏
休休
みみ
をを
有有
効効
にに
活活
用用
すす
るる
たた

めめ
にに
もも
、、
夏夏
休休
みみ
のの
たた
めめ
のの
段段
取取

りり
とと
いい
うう
もも
のの
がが
とと
てて
もも
大大
切切
にに

なな
るる
のの
でで
、、
今今
かか
らら
意意
識識
しし
たた
取取

りり
組組
みみ
をを
しし
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。  

  

高高
校校
生生
ばば
かか
りり
のの
内内
容容
がが
続続

いい
てて
まま
すす
のの
でで
中中
学学
生生
へへ
。。  

  

つつ
くく
づづ
くく
思思
うう
のの
でで
すす
がが
、、「「
でで

きき
るる
・・
でで
きき
なな
いい
」」
のの
大大
きき
なな
部部

分分
はは
「「
やや
るる
気気
」」
でで
ああ
っっ
てて
能能
力力

でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
第第
一一
、、
表表
面面

的的
なな
能能
力力
はは
学学
校校
のの
テテ
スス
トト
とと
かか

でで
計計
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
てて
もも
潜潜
在在
的的

なな
能能
力力
はは
計計
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ

んん
しし
、、
能能
力力
がが
正正
確確
にに
計計
れれ
なな
いい

なな
らら
、、
現現
段段
階階
にに
おお
けけ
るる
「「
でで
きき

るる
・・
でで
きき
なな
いい
」」
のの
原原
因因
がが
能能
力力

にに
起起
因因
すす
るる
とと
はは
言言
いい
切切
れれ
なな
いい

よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。
確確
かか
にに
、、「「
やや

 

るる
気気
もも
能能
力力
のの
うう
ちち
だだ
」」
とと
言言
わわ

れれ
てて
しし
まま
うう
とと
困困
っっ
てて
しし
まま
うう
のの

でで
すす
がが
。。  

  

いい
ろろ
んん
なな
タタ
イイ
ププ
のの
子子
がが
いい
まま

すす
。。「「
テテ
スス
トト
をを
すす
るる
かか
らら
勉勉
強強
しし

てて
きき
なな
ささ
いい
」」
とと
言言
わわ
れれ
てて
、、
完完

璧璧
にに
なな
るる
まま
でで
勉勉
強強
しし
てて
くく
るる

子子
、、
ささ
ぁぁ
～～
っっ
とと
適適
当当
にに
しし
てて
くく

るる
子子
、、
全全
然然
しし
てて
ここ
なな
いい
子子
。。
ここ

れれ
だだ
けけ
でで
もも
成成
績績
のの
伸伸
びび
はは
想想
像像

にに
難難
くく
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
ささ
らら
にに
、、

テテ
スス
トト
のの
結結
果果
をを
見見
てて
、、
心心
底底
悔悔

しし
がが
りり
完完
璧璧
にに
修修
正正
すす
るる
子子
、、
一一

応応
間間
違違
ええ
たた
とと
ここ
ろろ
はは
見見
るる
けけ
どど

ささ
ぁぁ
～～
っっ
とと
流流
すす
子子
、、
全全
然然
気気
にに

もも
とと
めめ
なな
いい
子子
。。
ちち
ょょ
っっ
とと
いい
やや

らら
しし
いい
書書
きき
方方
でで
すす
がが
、、
学学
年年
でで

上上
位位
をを
維維
持持
すす
るる
子子
にに
多多
いい
のの

はは
、、「「
負負
けけ
たた
くく
なな
いい
」」
のの
でで
一一
生生

懸懸
命命
にに
取取
りり
組組
んん
でで
、、
納納
得得
でで
きき

なな
いい
結結
果果
だだ
とと
涙涙
がが
出出
るる
ほほ
どど
悔悔

しし
がが
りり
必必
ずず
何何
らら
かか
のの
形形
でで
リリ
ベベ

ンン
ジジ
すす
るる
子子
でで
すす
。。
上上
位位
でで
いい
るる

とと
上上
位位
でで
いい
るる
だだ
けけ
のの
ププ
レレ
ッッ
シシ

ャャ
ーー
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
上上
昇昇
すす
るる
のの

はは
とと
てて
もも
楽楽
しし
いい
もも
のの
でで
すす
がが
、、

下下
降降
すす
るる
のの
はは
恐恐
怖怖
でで
しし
かか
ああ
りり

まま
せせ
んん
。。
だだ
かか
らら
、、
そそ
のの
分分
、、
勉勉

強強
にに
向向
かか
うう
モモ
チチ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
にに

もも
差差
がが
出出
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。  

  

なな
らら
、、「「
やや
るる
気気
」」
にに
なな
れれ
れれ
ばば

すす
ぐぐ
伸伸
びび
るる
のの
かか
？？  

でで
すす
がが
、、

まま
ずず
、、
そそ
うう
はは
簡簡
単単
にに
「「
やや
るる
気気
」」

にに
はは
なな
れれ
まま
せせ
んん
。。
人人
間間
でで
すす
かか

らら
「「
楽楽
しし
いい
・・
嬉嬉
しし
いい
・・
面面
白白
いい
」」

とと
いい
うう
もも
のの
がが
ああ
っっ
てて
初初
めめ
てて

「「
やや
るる
気気
」」
にに
なな
れれ
るる
のの
でで
すす
がが
、、

やや
っっ
てて
もも
うう
まま
くく
でで
きき
なな
けけ
れれ
ばば

面面
白白
くく
なな
いい
しし
、、
嬉嬉
しし
くく
なな
けけ
れれ

ばば
楽楽
しし
くく
もも
無無
いい
。。
だだ
かか
らら
「「
やや

ちち
ょょ
っっ
とと
汗汗
ばば
んん
だだ
感感
じじ
のの
、、

ちち
ょょ
っっ
とと
疲疲
れれ
たた
顔顔
のの
、、
そそ
しし
てて

とと
てて
もも
充充
実実
しし
たた
顔顔
がが
多多
くく
なな

るる
時時
期期
。。
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
いい
よよ
いい

よよ
総総
体体
でで
すす
。。
ああ
りり
きき
たた
りり
なな
ここ

とと
をを
書書
きき
まま
すす
がが
、、
悔悔
いい
をを
残残
ささ

なな
いい
よよ
うう
にに
全全
力力
でで
最最
後後
のの
部部

活活
にに
燃燃
ええ
上上
がが
っっ
てて
下下
ささ
いい
。。
流流

しし
たた
汗汗
とと
涙涙
のの
量量
だだ
けけ
人人
間間
はは

成成
長長
でで
きき
るる
はは
ずず
でで
すす
。。
ちち
ょょ
っっ

とと
臭臭
いい
ここ
とと
をを
書書
いい
てて
しし
まま
いい

まま
しし
たた
がが
・・
・・
・・
。。  

  

「「
今今
とと
いい
うう
時時
がが
永永
遠遠
にに
続続
いい

てて
くく
れれ
れれ
ばば
良良
いい
のの
にに
・・
・・
・・
」」
。。

運運
動動
部部
のの
人人
にに
はは
ここ
んん
なな
思思
いい

のの
人人
がが
多多
いい
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし

ょょ
うう
かか
？？  

そそ
んん
なな
みみ
んん
なな
のの

気気
持持
ちち
もも
分分
かか
っっ
てて
いい
なな
がが
らら
、、

ああ
ええ
てて
空空
気気
をを
読読
まま
ずず
にに
書書
いい

てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
悪悪
気気
はは
ああ
りり
まま

せせ
んん
よよ
。。  

  

総総
体体
がが
終終
わわ
っっ
たた
運運
動動
部部

のの
人人
へへ
。。  

  

部部
活活
がが
終終
わわ
るる
とと
、、
今今
まま
でで
生生

活活
のの
大大
部部
分分
をを
占占
めめ
てて
いい
たた
もも

のの
がが
いい
きき
なな
りり
無無
くく
なな
っっ
てて
しし

まま
いい
まま
すす
。。
心心
にに
ポポ
カカ
ーー
ンン
とと
穴穴

がが
ああ
いい
たた
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
すす
。。
正正

直直
、、
そそ
れれ
はは
とと
てて
もも
寂寂
しし
いい
もも
のの

でで
すす
。。
部部
活活
をを
引引
退退
すす
るる
日日
。。
まま

ずず
、、
何何
もも
すす
るる
気気
にに
なな
らら
なな
いい
でで

しし
ょょ
うう
。。
しし
かか
しし
、、
無無
茶茶
をを
言言
うう

よよ
うう
でで
すす
がが
、、
泣泣
きき
なな
がが
らら
でで
もも

少少
しし
頑頑
張張
っっ
てて
勉勉
強強
すす
るる
ここ
とと

をを
おお
勧勧
めめ
しし
まま
すす
。。
今今
後後
のの
ここ
とと

をを
考考
ええ
るる
とと
気気
持持
ちち
のの
切切
りり
替替

ええ
がが
とと
てて
もも
大大
事事
なな
のの
でで
すす
。。
実実

際際
、、
部部
活活
をを
引引
退退
しし
たた
翌翌
日日
にに
はは

自自
習習
室室
にに
ここ
もも
っっ
てて
いい
たた
人人
とと
、、

「「
部部
活活
がが
終終
わわ
っっ
てて
気気
持持
ちち
のの

整整
理理
がが
つつ
いい
てて
なな
いい
しし
、、
ちち
ょょ
っっ

 

 

 
      

『『受受験験勉勉強強のの出出遅遅れれをを挽挽回回ししたたいい。。』』『『志志望望校校をを妥妥協協ししたたくくなないい！！』』とといいうう皆皆ささんん、、今今かからら受受験験本本番番ままででのの時時間間のの  

使使いい方方がが大大切切でですす。。河河合合塾塾実実力力派派講講師師陣陣にによよるる、、よよくくわわかかるる授授業業「「河河合合ササテテラライイトト講講座座」」でで学学習習ののリリズズムムををつつけけよようう！！  

◎センター試験対策講座 …… 国国公公立立大大受受験験生生はは早早期期ににチチェェッッククししててレレベベルルアアッッププ！！  

英英語語、、リリススニニンンググ、、数数学学ⅠⅠ・・AA・・ⅡⅡ・・BB、、現現代代文文、、古古文文、、漢漢文文、、  

地地理理 BB、、日日本本史史 BB、、世世界界史史 BB、、現現代代社社会会、、政政経経、、倫倫理理、、物物理理ⅠⅠ、、化化学学ⅠⅠ、、生生物物ⅠⅠ、、地地学学ⅠⅠ  

◎二次・私大対策講座  ……  志志望望大大学学突突破破ののたためめのの実実戦戦力力をを強強化化ししよようう！！  

入試現代文、入試古文、頻出化学、頻出物理、頻出生物 

ﾊﾟｰﾌｪｸﾄ日本史 B、ﾊﾟｰﾌｪｸﾄ世界史 B、入試完成数学 

※※ここのの他他ににもも個個々々のの目目標標・・目目的的にに合合わわせせたた講講座座をを設設置置ししてていいまますす。。  
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